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e s s a y

起
こ
っ
て
く
る
好
奇
心
や
喜
び
、
高
揚
感
の
強

さ
で
し
ょ
う
。

　

本
場
ま
で
行
っ
て
き
た
画
家
た
ち
は
、
た
い

て
い
あ
ち
ら
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
油
揚
を
描
こ
う

と
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
、
高
橋
由
一
の
よ
う
な
好
奇
心
や
高

揚
感
を
持
っ
た
の
は
、
同
時
代
の
西
洋
人
の
画

家
た
ち
の
ほ
う
だ
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
の
か
。
マ

ネ
や
モ
ネ
と
い
っ
た
印
象
派
の
画
家
た
ち
、
中

で
も
ゴ
ッ
ホ
は
、
日
本
の
絵
に
深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

普
通
、
印
象
派
の
起
こ
っ
た
説
明
に
よ
く
言

わ
れ
る
の
は
、
〝
写
真
の
登
場
〟
と
い
う
こ
と

で
す
。
肖
像
画
が
、
写
真
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
画
家
は
「
写
真
に
出
来
な
い
、
絵
に
よ
っ

て
の
み
出
来
る
表
現
」
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
理
屈
で
す
。

　

こ
の
説
明
は
一
見
わ
か
り
や
す
い
け
れ
ど
、

果
た
し
て
そ
う
か
？　

こ
の
頃
の
写
真
と
い
う

の
は
、
も
ち
ろ
ん
「
そ
っ
く
り
」
に
撮
れ
る
け

れ
ど
も
、
画
面
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
し
、
第
一
、

色
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

壁
に
映
っ
た
横
顔
の
影
を
引
き
写
す
「
シ
ル

エ
ッ
ト
」
の
技
法
が
、
お
手
頃
の
「
肖
像
画
」

と
し
て
需
要
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
写

真
は
、
そ
れ
の
も
う
ち
ょ
っ
と
高
級
な
も
の
、

く
ら
い
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

実
は
、
写
真
術
に
は
化
学
変
化
で
光
を
定
着

す
る
技
術
が
発
明
さ
れ
る
以
前
に
、
長
い
長
い

前
史
が
あ
り
ま
し
た
。
画
家
は
、
そ
の
写
真
術

の
前
段
階
の
装
置
に
よ
っ
て
、
既
に
現
在
の
カ

ラ
ー
写
真
に
匹
敵
す
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
絵
を

描
い
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
当
時
の
人
々
に
は
、
ほ
と
ん
ど
魔
法

の
よ
う
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
い

ま
で
も
写
実
的
な
絵
画
を
見
る
と
、
た
い
が
い

の
人
は
「
ま
る
で
写
真
み
た
い
だ
、
と
て
も
人

間
が
描
い
た
と
は
思
え
な
い
！
」
と
、
驚
き
を

表
現
し
ま
す
。

　

が
、
光
学
的
な
装
置
の
補
助
で
正
確
な
輪
郭

を
と
り
、
根
気
よ
く
陰
影
を
描
い
て
ゆ
く
と
、

写
実
的
な
絵
を
描
く
の
は
技
術
的
に
可
能
な
人

間
業
の
範
囲
で
す
。

　

画
家
の
技
術
が
秘
術
で
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
よ
り
も
、
そ
れ
を
秘
術
と
し
て
長
い
こ
と
成

立
さ
せ
て
き
た
画
家
の
仕
事
、
と
い
う
も
の
に

「
疑
問
」
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、

「
印
象
派
の
起
こ
っ
た
理
由
」
で
は
な
い
か
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
々
を
秘
術
で
驚
か
す
と
い
う
こ
と
で
、
西

洋
の
美
術
史
は
四
、
五
百
年
続
い
て
し
ま
っ
て

い
た
。
そ
こ
に
ま
っ
た
く
違
っ
た
技
術
の
、
日

本
の
絵
（
も
っ
と
も
影
響
が
あ
っ
た
の
は
浮
世

絵
だ
と
思
い
ま
す
）
が
入
っ
て
き
た
。
色
彩
も

構
図
も
、
テ
ー
マ
も
デ
ッ
サ
ン
の
方
法
も
、
あ

ら
ゆ
る
要
素
に
お
い
て
西
洋
画
と
違
う
絵
。
こ

の
絵
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
好
奇
心
と
絵
を
描
く
楽
し
み
に
魅
入
ら
れ

て
い
た
若
者
た
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
、
西
洋
の
高
橋
由
一
た
ち
で
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
印
象
派
に
対
し
て
、
由
一

の
絵
を
見
る
時
の
よ
う
な
昂
揚
を
な
か
な
か
感

じ
ら
れ
な
い
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
「
由
一
の
絵

を
フ
ラ
ン
ス
人
が
評
価
し
て
い
る
」
と
い
う
話

を
あ
ま
り
聞
か
な
い
、
の
と
見
合
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

絵
に
描
い
た
餅

南　

伸
坊

み
な
み
・
し
ん
ぼ
う　
　

1
9
4
7
年
東
京
生
ま
れ
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
装

丁
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。 

著
書
に
『
の
ん
き
図
画
』（
青
林
工
藝
舎
）、 『
装
丁
／
南

伸
坊
』（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）、 『
本
人
の
人
々
』（
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
）、 『
歴
史
上
の
本
人
』（
朝
日
文
庫
）、 『
健
康

の
味
』（
白
水
社
）、 『
笑
う
茶
碗
』『
狸
の
夫
婦
』（
筑
摩

書
房
） 、『
黄
昏
』（
糸
井
重
里
と
共
著
、
東
京
糸
井
重
里

事
務
所
）
な
ど
多
数
が
あ
る
。

文
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン=

「
鏡
餅
の
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
上
か
ら

描
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」
と
い
う
ク

イ
ズ
を
出
題
し
た
の
は
、
平
賀
源
内
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
絵
は
、
輪
郭
線
で
描
く
と
い
う
の
が

基
本
で
、
そ
こ
に
陰
影
を
描
き
込
む
と
い
う
こ

と
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
鏡
餅
を
上
か
ら
描
こ

う
と
す
る
と
〝
丸
く
切
り
抜
い
た
大
小
の
半
紙

を
重
ね
た
も
の
〟
と
か
〝
大
小
の
針
金
の
輪
っ

か
を
同
心
円
状
に
置
い
た
と
こ
ろ
〟
と
区
別
が

つ
け
ら
れ
な
い
。

　

が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
れ
は
そ
も

そ
も
ク
イ
ズ
に
な
り
ま
せ
ん
。
陰
影
の
つ
い
た

重
ね
餅
を
初
め
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
。

　

平
賀
源
内
は
、
日
本
で
油
絵
を
描
い
た
最
初

の
人
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
鏡
餅
の
絵
を
み

ご
と
に
描
け
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な

い
。
源
内
の
描
い
た
（
と
い
う
か
何
か
の
模
写

だ
と
思
い
ま
す
が
）
『
西
洋
婦
人
図
』
の
腕
前

は
、
全
然
た
い
し
た
こ
と
な
い
で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
高
橋
由
一
の
『
豆
腐
』

は
「
み
ご
と
で
あ
る
！
」
と
、
私
は
殿
様
じ
ゃ

な
い
け
ど
褒
め
て
つ
か
わ
し
た
い
。
「
天
晴
れ

で
あ
る
！
」
と
褒
美
を
と
ら
せ
た
い
で
す
。

　

高
橋
由
一
な
ら
、
突
然
「
半
紙
の
上
に
豆
腐

が
の
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
直
ち
に
描
け
い
！
」

と
殿
様
に
命
じ
ら
れ
て
も
、
「
只
今
！
」
と
言

っ
て
即
座
に
描
き
は
じ
め
る
で
し
ょ
う
。

　

高
橋
由
一
と
い
え
ば
、
食
べ
か
け
の
鮭
の
絵

が
有
名
で
す
が
、
私
は
『
豆
腐
』
こ
そ
が
、
も

っ
と
も
由
一
ら
し
い
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
い
う
絵
か
と
言
い
ま
す
と
、
俎
板

の
上
に
、
豆
腐
と
焼
き
豆
腐
二
丁
、
油
揚
二
枚

が
の
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
絵
で
す
。

　

こ
ん
な
絵
を
描
い
た
画
家
は
、
油
絵
の
本
場

に
は
一
人
も
い
な
い
!

　

西
洋
に
豆
腐
や
焼
き
豆
腐
や
油
揚
が
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
絵
を
描

く
動
機
が
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
絵
に
は
「
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
た
常

識
や
知
識
の
枠
組
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
考
え

方
や
技
術
が
あ
る
」
と
、
そ
れ
に
気
が
つ
い
た

喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

由
一
も
西
洋
人
の
画
家
に
教
え
を
受
け
て
は

い
ま
す
が
、
も
っ
と
時
代
が
下
っ
て
、
本
場
ま

で
出
か
け
て
行
っ
て
本
場
仕
込
み
の
油
絵
を
描

い
た
画
家
た
ち
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
こ
の

「
ま
っ
た
く
違
う
文
化
」
に
触
れ
た
時
の
湧
き
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「石川の伝統を撮る」撮影会
優秀賞作品

撮影会＝2013年10月19日（土）・城下町金沢城公園三の丸広場　主催＝一般社団法人二科会写真部石川支部

優秀賞「秋思」中西武臣（兵庫支部員）

優秀賞「加賀獅子　棒振り」内山　修（三重支部員）

優秀賞「城下町」おおいし和子（会友・兵庫支部）

優秀賞「豊穣の舞」松下紀和（兵庫支部員）
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 優秀賞「決める」吉田慶子（兵庫支部員）

優秀賞「本番前」久志本洋子（一般・大阪）

優秀賞「威嚇」広瀬直子（兵庫支部員）

優秀賞「熱演」大和啓子（兵庫支部員）
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REAL Best Photo Contest
ベストフォトコンテスト

REAL賞「ファミリー」赤平　薫（秋田支部員）

REAL賞「阿波踊り連」小林宏良（神奈川支部員）

REAL賞「能楽・花筺　愛しき君よりの文（シテ 喜多流 出雲康雅）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有泉義行（山梨支部員）

 REAL賞「運動会」酒井　保（茨城支部員）
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REAL賞「紅の極め」中山　弘（長野支部員）

REAL賞「空港にて」松島　寛（東京支部員）

REAL賞「夕日を浴びて」有川昌子（東京支部員）

REAL賞「魚ファンタジー」中山和子（山梨支部員）

REAL Best Photo Contest
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日
本

の世
界
遺
産

富
士
山

山
梨
県

小
林
栄
明
（
会
員
・
山
梨
支
部
）

写
真
・
文
＝

【
世
界
文
化
遺
産
】

selection guide

静
岡
県

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉

　

日
本
人
の
心
の
ふ
る
里
と
し
て
仰
ぎ
見
る
富

士
山
は
「
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
と
し

て
、
2
0
1
3
年
に
複
数
の
構
成
資
産
と
と
も

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
大
き

く
裾
野
を
広
げ
た
荘
厳
で
秀
麗
な
山
容
は
、
圧

倒
的
な
魅
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

信
仰
の
対
象
と
し
て
の
霊
峰
富
士

　

霊
峰
富
士
に
鎮
座
す
る
神
様
は
、
浅
間
大
神

（
あ
さ
ま
の
お
お
か
み
）
で
す
。
富
士
山
は
古

代
よ
り
噴
火
を
繰
り
返
し
、
そ
の
荒
ぶ
る
自
然

の
力
に
人
々
は
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
神
が
宿
る

神
聖
な
山
と
し
て
崇
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
浅
間
神
社
を
建
立
し
、

鎮
火
祈
願
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

噴
火
活
動
が
沈
静
化
す
る
平
安
時
代
後
期
に

な
る
と
富
士
山
は
修
験
道
の
道
場
と
な
り
、
室

町
時
代
後
半
に
は
、
修
験
者
と
と
も
に
一
般
庶

民
も
登
拝
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時

代
中
期
に
「
富
士
講
」
が
関
東
を
中
心
に
大
流

行
し
、
多
く
の
人
々
が
富
士
登
山
や
富
士
五
湖

な
ど
霊
地
へ
の
巡
礼
を
行
い
ま
し
た
。

芸
術
の
源
泉
と
し
て
の
富
士
山

　

美
し
い
富
士
山
は
日
本
人
の
美
意
識
や
芸
術

の
世
界
に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
し
た
。
文

学
で
は
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
を
は

じ
め
古
典
作
品
・
俳
句
・
小
説
な
ど
様
々
な
創

作
活
動
の
題
材
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

絵
画
に
描
か
れ
た
富
士
山
は
平
安
時
代
に
始

ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広
重

な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
見
た
富
士
山
を

描
き
、
近
代
日
本
画
で
は
横
山
大
観
や
梅
原
龍

三
郎
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
生
ま
れ
の
写
真
家
・
岡
田
紅
葉
は
、
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
富
士
山
を
生
涯
撮
り
続
け

ま
し
た
。
現
在
な
お
多
く
の
写
真
家
が
カ
メ
ラ

の
放
列
を
富
士
山
へ
向
け
対
峙
し
て
い
ま
す
。

富
士
五
湖
と
周
辺
撮
影
地

　

富
士
山
の
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
富
士
五
湖
と
周
辺
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
本
栖
湖
】
（
構
成
資
産
・
富
士
河
口
湖
町
）

　

富
士
五
湖
の
最
西
端
に
位
置
し
、
透
明
度
が

高
く
、
瑠
璃
色
に
き
ら
め
く
湖
水
の
美
し
さ
も

素
晴
ら
し
い
。

【
精
進
湖
】
（
構
成
資
産
・
富
士
河
口
湖
町
）

　

富
士
五
湖
で
も
っ
と
も
小
さ
い
湖
。
静
寂
に

包
ま
れ
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

【
西
湖
】
（
構
成
資
産
・
富
士
河
口
湖
町
）　

　

富
士
五
湖
の
中
央
に
位
置
し
、
周
辺
に
広
が

る
青
木
ヶ
原
樹
海
は
、
日
本
で
唯
一
最
大
の
溶

岩
上
に
形
成
さ
れ
た
原
生
林
で
す
。

【
河
口
湖
】
（
構
成
資
産
・
富
士
河
口
湖
町
）

　

四
季
を
通
し
て
富
士
山
を
飾
る
様
々
な
前
景

が
あ
り
ま
す
。
北
側
の
湖
畔
か
ら
は
富
士
山
の

美
し
い
山
容
の
パ
ノ
ラ
マ
が
望
め
、
湖
面
に
映

る
逆
さ
富
士
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
山
中
湖
】
（
構
成
資
産
・
山
中
湖
村
）

　

富
士
山
に
一
番
近
い
位
置
に
あ
る
山
中
湖
は

な
だ
ら
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
明
る
い
湖
。
こ

こ
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
、
パ
ー
ル
富
士
、

赤
富
士
、
紅
富
士
な
ど
撮
影
で
き
ま
す
。

【
忍
野
八
海
】
（
構
成
資
産
・
忍
野
村
）　

　

富
士
山
の
雪
解
け
水
が
伏
流
水
と
な
り
、
約

20
年
の
歳
月
を
か
け
て
地
下
の
溶
岩
の
中
を
流

れ
た
湧
水
が
、
村
内
に
８
カ
所
の
神
秘
的
な
泉

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

【
白
糸
の
滝
】
（
構
成
資
産
・
富
士
宮
市
）　

　

富
士
山
の
伏
流
水
が
歳
月
を
経
て
岩
壁
の
隙

間
か
ら
噴
出
し
て
滝
を
形
成
。
水
流
が
幾
筋
も

の
絹
糸
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
様
か
ら
「
白
糸

の
滝
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
三
保
の
松
原
】
（
構
成
資
産
・
静
岡
市
）　

　

三
保
の
松
原
の
松
林
の
ス
ケ
ー
ル
と
美
し
さ

は
日
本
新
三
景
、
日
本
三
大
松
原
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
波
打
ち
際
か
ら
松
林
を
前
景
に
望
む

富
士
山
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

【
そ
の
他
】
富
士
山
の
山
開
き
、
吉
田
の
火
祭

り
、
富
士
五
湖
の
湖
上
祭
な
ど
行
事
が
多
く
あ

り
撮
影
が
楽
し
め
ま
す
。

「三ツ峠から白雪の富士」　三ツ峠から1月に撮影。河口湖の北東に位置する三ツ峠からは、
四季を通じて美しい風景が撮影できます。三ツ峠登山口バス停から1時間50分ほど登ります
が、富士山の端正な山容が眺望でき、写真愛好家にも人気の撮影ポイントになっています。

「白糸の滝」　富士山の湧水が幾筋もの
白糸のように流れ落ちる神秘的な滝。

「パール富士」　忍野から5月に撮影。月没のパール富士は、国道R138に沿って季節により南北に移動（夏季は北方向）して撮影。月の出
のパール富士は、国道R139に沿って南北に移動（夏季は北方向）して撮影。また、月の出は満月の前日が、月没は翌日がよいようです。
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■
支
部
展
情
報

●
宮
崎
支
部
展

会
期
：
１
月
28
日（
火
）〜
２
月
２
日（
日
）

会
場
：
宮
日
会
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
第
50
回
山
口
支
部
公
募
展

山
口
支
部
公
募
展
を
県
内
4
カ
所
で
開
催
。

会
期
：
１
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）

会
場
：
和
木
美
術
館

会
期
：
１
月
31
日（
金
）〜
２
月
２
日（
日
）

会
場
：
光
市
文
化
セ
ン
タ
ー

会
期
：
２
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

会
場
：
宇
部
市
文
化
会
館

会
期
：
２
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）

会
場
：
山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館

●
青
森
支
部
写
真
展

会
期
：
２
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）

会
場
：
青
森
市
民
美
術
展
示
館
展
示
室
４
階

●
群
馬
支
部
第
39
回
支
部
展

会
期
：
２
月
21
日（
金
）〜
25
日（
火
）

会
場
：
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１
展
示
室

●
第
６
回
大
分
支
部
写
真
展

会
期
：
３
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

会
場
：
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A      

●
鳥
取
支
部
写
真
展

鳥
取
支
部
展
を
2
カ
所
で
開
催
。

会
期
：
３
月
21
日（
金
）〜
26
日（
水
）

会
場
：
中
電
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

会
期
：
８
月
８
日（
金
）〜
12
日（
火
） 

会
場
：
米
子
市
美
術
館
第
一
展
示
室  

●
第
46
回
神
奈
川
支
部
公
募
展

会
期
：
４
月
22
日（
火
）〜
28
日（
月
）

会
場
：
み
な
と
み
ら
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
第
52
回
二
科
茨
城
支
部
展

会
期
：
５
月
17
日（
土
）〜
22
日（
木
）

会
場
：
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

●
第
５
回
和
歌
山
支
部
展

会
期
：
６
月
６
日（
金
）〜
10
日（
火
）

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
花
畑

●
第
41
回
静
岡
支
部
公
募
展

会
期
：
６
月
10
日（
火
）〜
15
日（
日
）

会
場
：
静
岡
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
特
別
会
員
・
会
員
・
会
友
・
支
部
員

情
報

●
高
倉
百
合
子
写
真
展
「
凍
て
つ
く
朝
に
」

広
島
支
部
・
高
倉
百
合
子
会
友
が
東
京
・
六
本
木

で
個
展
を
開
催
。

会
期
：
２
月
14
日（
金
）〜
20
日（
木
）

会
場
：
富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
東
京

●
山
川
常
男
写
真
展
「
狐
の
行
列
」

東
京
支
部
・
山
川
常
男
会
員
の
個
展
。

会
期
：
２
月
20
日（
木
）〜
26
日（
水
）

会
場
：
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

TOPICS

N
EW

S FILE

作　品

募　集
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広報誌『REAL』では、全国各支部員を対象
に誌上フォトコンテストを実施します。
日ごろの写真活動の成果である最上の作品
をどしどし応募してください。

【募集要項】
●募集対象：一般社団法人二科会写真部47支   

　　　　　部の支部員に限る

●テーマ：自由（未発表作品に限る）

●応募作品：カラー及びモノクロのプリント

　　　　　A４判～四ツ切・単写真に限る　

　　　　　タイトル・氏名・住所・電話番号

　　　　　を記入した応募票（自作）を作品

　　　　　裏面に貼付

●応募点数：制限なし

●募集締切：2014年4月15日(火)消印有効

●応募料：無料

●審　査：広報誌『REAL』編集委員会

●REAL賞：10名以内（優秀作品を『REAL』

　　　　　に掲載）

●発　表：広報誌『REAL』22 号に掲載

　　　　　入賞者のみ本人に直接通知、ホー

　　　　　ムページに掲載

●作品返却：応募プリントは返却しない

●応募方法：郵送または宅配便で送付のこと

●応募先：二科会写真部

　　　　　「REALフォトコンテスト」係

　　　　　〒106-0031　東京都港区西麻布

　　　　　　　　　　　　　　　1-4-20-601

●問合せ先：同上（TEL：03-3470-8033）

●主　催：一般社団法人二科会写真部

「REAL ベストフォトコンテスト」作品募集
 ≪4月15日(火)締切り！≫

2014第62回
二科会写真部展
公募規約
「第62回二科会写真部展」に作品応募される場合
は、必ず「公募規約」をご請求ください。

【応募要項（概要）】
■募集部門
◎A 単写真部門＝銀塩写真／デジタル写真のいずれも可
◎B 組写真部門＝銀塩写真／デジタル写真のいずれも可
　※単写真部門と組写真部門への同時応募も可。
■応募資格
　18歳以上に限る（アマ、プロ、国籍は問わない）
■テーマ
　自由（公序良俗に反しない内容において自由）
■応募点数
　制限なし
■応募形態
◎A 単写真部門＝1枚写真に限る
◎B 組写真部門＝3枚組みの組写真に限る
　※両部門ともに四ツ切・A4 サイズのカラーおよびモノク
　ロプリントに限る。電子メディア（MO、CDなど）は不可。
■応募受付期間
　2014 年 3 月 1日（土）～3月7日（金）（消印有効）
■応募方法
◎単写真＝プリント裏面に規定の「応募カード」を貼付し
　「応募票」を同封して送付
◎組写真＝プリント裏面1枚ごとに規定の「応募カード」を
　貼付して1組3枚をタテに繋ぎ合わせ、「応募票」を同封
　して送付
　※郵便または宅配便で送付のこと（直接持参は不可）。
■応募料
◎A 単写真部門＝1点につき2,000円
◎B 組写真部門＝3枚1組につき5,000円
　※応募料は専用の「払込取扱票」に金額など所定事項を
　記入し、3月7日までに郵便局で払込みのこと。
■送付先
　〒106-0031　東京都港区西麻布1-4-20-601
　　　　　　　二科会写真部「第62回展」係
　　　　　　　TEL03-3470-8033
■審査
◎一次審査＝4月中旬（入選内定作品を選出）
◎二次審査＝6月中旬（展示用大伸ばしパネル貼りで審査し
　て入賞・入選作品を決定）
　※入選作品は両部門とも1人1点とする。
◎審査員＝一般社団法人二科会写真部　特別会員・会員

■審査結果発表
　審査結果は6月末に応募者全員に直接通知。
　入賞・入選の公式発表は 7 月 7 日（月）に行う。
■賞
◎二科賞（賞状・賞金50万円）
◎全国知事会賞（賞状・賞品）
◎日本カメラ財団賞（賞状・賞品）
◎協賛会社賞（賞状・賞品）
◎奨励賞（賞状・副賞）
■作品展示
◎会期＝ 9 月 3 日（水）～15日（月）
◎会場＝国立新美術館（東京・六本木）
■展示料
◎A 単写真部門＝12,000円　◎B 組写真部門＝22,000円

【応募規定（概要）】
①未発表作品に限る。
　応募作品は応募者本人が撮影した写真で、未発表作品あ
　るいは発表予定のないものに限る（類似作品および二重
　応募と判断した場合は入選決定後でも入選を取消す）。
②応募プリントはフチ付きで台紙などには貼らないこと。
③応募作品は希望者にのみ返却する（有料）。

●「公募規約」請求先
　二科会写真部「第62回展」係
　〒106-0031　東京都港区西麻布1-4-20-601 　
　FAX：03-3470-8034　
　E-MAIL：info@nika-shashin.or.jp
　※FAX、Eメール、葉書でご請求ください。二科会写真部
　ホームページからもダウンロードできます。

「第62回二科会写真部展」公募ポスター

二科賞（賞金50万円）
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■2014年度行事予定
◎2014年度春期定時会員会友総会（出席者は

　特別会員・会員・会友）

　2月25日（火）／東京プリンスホテル

◎会員・会友・支部長等連絡会議（出席者は特

　別会員・会員・会友・支部長・副支部長）

　2月25日（火）／東京プリンスホテル

◎懇親会（出席者は特別会員・会員・会友・支

　部長・副支部長）

　2月25日（火）／東京プリンスホテル

◎第 62回展一般公募の応募作品受付

　3月1日（土）～7日（金）の 7日間

◎第 62回展特別会員・会員・会友の作品受付

　3月10日（月）～11日（火）の 2日間

◎第 99回二科展（＝第 62回写真部展）

　9月3日（水）～15日（月）国立新美術館

◎2014年度夏期定時会員会友総会（出席者は

　特別会員・会員・会友）

　9月5日（金）／東京プリンスホテル

◎第62回二科会写真部展授賞式・懇親会（出席  

　者は来賓・特別会員・会員・会友・入賞者・

　入選者および同伴者）

　9月5日（金）／東京プリンスホテル

■2014年1月1日から新支部長47名
　が就任
　　(任期：2014年1月1日～2015年12月31日）

北海道支部長／斉藤憲司（会員・留任）、青森

支部長／宗前敏光（会員・再任）、岩手支部長

／角田良一（会員・留任）、秋田支部長／小野

寺泰雄（会員・新任）、山形支部長／小林新平

（会員・留任）、宮城支部長／櫻井孝一（会員・

再任）、福島支部長／真部信太郎（会友・新任）、

群馬支部長／井田裕二郎（会員・留任）、栃木

支部長／鯉沼孝雄（会友・新任）、茨城支部長

／村松義一（会友・新任）、新潟支部長／須川

敏春（支部員・留任）、東京支部長／米山悦朗

（会友・新任）、神奈川支部長／榊原俊寿（会員・

新任）、千葉支部長／大門伝弘（会員・再任）、

埼玉支部長／槇島昇（会員・留任）、山梨支部

長／小林栄明（会員・留任）、長野支部長／細

川伸吉（会員・新任）、福井支部長／佐々木政

幸（支部員・新任）、石川支部長／工俊治（会員・

再任）、富山支部長／稲澤一彦（会員・留任）、

静岡支部長／薩川高宏（会員・留任）、愛知支

部長／平出勝也（会員・新任）、岐阜支部長／

INFORMATION

■第98回二科展（＝第61回写真部展） 
　地方巡回展スケジュール
◎鹿児島展：2014年3月5日(水)～16日(日)

　　　　　鹿児島県歴史資料センター黎明館

◎福岡展：2014年3月25日(火)～30日(日)

　　　　　福岡市美術館

二科会写真部広報誌「REAL」Vol.21
2014 年 1 月 31 日発行
発行所 / 一般社団法人二科会写真部
発行人 / 大竹省二
編　集 / 一般社団法人二科会写真部
〒106-0031 東京都港区西麻布 1-4-20
ワルトハイム西麻布 601
TEL. 03-3470-8033　FAX. 03-3470-8034
http://www.nika-shashin.or.jp

■表紙のことば

「フォロ・ロマーノにて」大竹省二 創立会員

フォロ・ロマーノは、ローマにある古代ローマの遺跡。フォロとは広場、すなわち
ローマ市民の広場を意味する場所で、古代ローマの歴史を刻んできた場所である。
そしてローマ帝国滅亡とともに土砂の下に埋もれ、長く人々から忘れられていた。
発掘によって姿を現した遺跡を、イタリアの太陽が明るく浮かび上がらせた。

■『第61回展二科会写真部作品集』
2013年度「第61回二科会写真部展」の展示作

品総1464点を収載した貴重な作品集。

頒布価格 15,000 円。特別会員・会員・会友・

支部員および第61回展入賞者と入選者は特別

価格 13,000 円。支部員以外の第61回展応募者

は 14,000 円。いずれも送料実費。

■特別会員・会員・会友情報
小原英治会員(大阪)2013年11月11日自主退会

川上惠美子会友(大阪)2013年11月30日自主退会

井上俊正会員(佐賀)2013年11月30日自主退会

本田洋子会員(千葉)2013年12月31日自主退会

柿崎ときじ会員(埼玉)2013年12月31日自主退会

光田せいすけ会員(愛知)2013年12月31日自主退会

本田政春会員(熊本)2013年12月31日自主退会

湯田秀昭会員(岡山)2013年12月31日自主退会

戸間替治男会友(青森)2013年12月31日自主退会

髙浜八郎会友(石川)2013年12月31日自主退会　　

長谷川雄二会友(神奈川)2013年12月31日自主退会

志摩育美会友(徳島)2013年12月31日自主退会

西園禮三会員(福岡)2013年12月31日自主退会

中島トヨ子会員(兵庫)2013年12月31日自主退会

赤塚弘光特別会員(広島)2013年12月28日逝去

川口芳郎会員(静岡)2013年12月31日逝去

山田隆夫会友(岐阜)2013年12月31日自然退会

小川武士会友(長野)2013年12月31日自然退会

秋山健児会友(栃木) 2014年1月28日自主退会

川口登会友(福岡) 2014年1月28日自主退会

詫間喬夫特別会員(愛知)2014年1月31日自主退会

加藤徹（会員・留任）、三重支部長／矢田新男

（会員・新任）、京都支部長／八木富夫（会員・

新任）、滋賀支部長／南村初江（会員・留任）、

大阪支部長／水谷勝昭（会員・新任）、兵庫支

部長／山岡成男（会員・新任）、奈良支部長／

出合章泰（会友・留任）、和歌山支部長／前和

幸（会員・留任）、岡山支部長／神達勝之（会員・

留任）、広島支部長／瀬野秀明（会員・新任）、

山口支部長／宮原博美（会員・再任）、鳥取支

部長／岩下直行（会員・留任）、島根支部長／

佐々木聡（会員・留任）、香川支部長／安野文

子（会友・留任）、徳島支部長／平野史子（会友・

留任）、高知支部長／永澤悦穗（会友・留任）、

愛媛支部長／宇都宮幸種（会友・新任）、福岡

支部長／中野洋七（会友・新任）、大分支部長

／廣瀬文隆（会員・留任）、長崎支部長／岡部

勇三（会員・再任）、佐賀支部長／雪竹智（会員・

留任）、宮崎支部長／松下裕美（会員・再任）、

熊本支部長／宮崎喜一（会員・再任）、鹿児島

支部長／菊川浩行（会員・再任）、沖縄支部長

／添石幸安（支部員・留任）

■2014年度特別会員認定者 2名
　（2014年1月1日付）

　藤田正次特別会員（佐賀）

　朝日正特別会員（群馬）

■石川撮影会が盛況裡に開催さる
石川支部主催の撮影会「石川の伝統を撮る」

が、秋も深まる10月19日(土）に金沢市の金沢

城公園にて開催。

撮影対象は石川県を代表する郷土芸能「御陣

乗太鼓」「加賀鳶梯子演技」「加賀獅子」に加

えて「東茶屋芸妓のモデル撮影」と盛り沢山

の演目を準備。

当日は全国各地から会員・会友・支部員のほ

か一般参加も多数あり、参加者数は167名。天

候にも恵まれて盛況でした。

会場では参加者をA・Bのグループに分けて、

AとBグループが演技者と演技場所を交替して

撮影。Aグループは森井禎紹会員、工 俊治会

員が撮影指導、Bグループは蜂須賀秀紀会員、

土田貴夫会員が撮影指導しました。

石川支部員は撮影に参加することなく全員で

会場整理などにあたり、撮影会の世話役に徹

しました。　　　　　（石川支部　工俊治会員）


